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　今や本校の伝統となった校内ディベート大会（２／１５予選・準決勝、２／２０決勝）に向けてのモ
デルディベートが行われました。論題は「岐阜県乗鞍自動車利用適正化協議会は、乗鞍スカイライ
ンのマイカー規制を撤廃するべきである。是か非か」でした。以前「乗鞍フォーラム」にて高山市民
の前でディベートを披露した１年Ｇ組のメンバーが、今回のモデルとして登場しました。ステージ上
での白熱した議論に、全校生徒は真剣な眼差しで観戦し、また、その場で互いに議論し合う光景も
見られました。また、小林隆徳教頭による本校ＬＨＲにおけるディベートの意義について」の講義も
ありました。大会当日は、各クラスの選抜メンバーが代表として争うこととなります。

　シンガポール政府主催によるＬＥＰプログラムに参加する高校生が来校しました。全校生徒による
ウェルカムセレモニーでは、生徒会長中田敬士君（２Ｇ：中山中卒）の英語のスピーチ、ウインドアン
サンブル部の記念演奏と、西高生としての最高のもてなしで迎えました。本校生徒が留学生１人に
つき２人のバディ（世話役）として、各クラスにて授業の参加や部活動見学、そして英語ディベート学
習と、短い期間でありましたが盛り沢山の交流を行いました。今回来校したシンガポールの高校生
は、日本語が非常に堪能であり、休み時間には、本校生徒と互いに話し掛け合う姿がありました。

　２０１１年｢今年の漢字｣は、「絆」でした。西高校でも「絆」を深めるさまざまな
活動が行われました。まずは、ウィンドアンサンブル部の招待演奏です。地域との
「絆」を深める意味でも大切な活動であり、今後も続けていきたいと考えています。
また、12月には同窓会総会が行われました。今年は出席者が多く、卒業生どうしの
「絆」や卒業生と学校との「絆」を深めることができました。さらに、高山西高校の
献血活動が岐阜県知事表彰を受けました。東日本大震災支援活動の一環として前期生
徒会が行ったものですが、これも人と人との「絆」を考えさせられる出来事でした。
生徒会は平成24年前期生徒会執行部へと移行しますが、「絆」はやがて大きな力に
なります。こういった社会との「絆」を深める活動を今後も積極的に行っていけたら
素晴らしいですね。

　２年後に迫ってきた創立５０周年記念式典に向けて、同
窓会総会が盛大に行われました。今年は総勢８０名を超
す出席者となりました。西本雅弘会長の熱いメッセージに
は、出席者皆、母校を思い慕う気持ちは同感であることを
確信しました。総会の最後には、恒例となったウインドアン
サンブル部のクリスマスソングを中心としたミニコンサート
がありました。その後に催された懇親会では、級友との
久々の再会に懐かしさ溢れる会話が弾み、西高の未来に
ついて多く語る姿がありました。

全国高校生英語ディベート大会出場壮行会（１２／５）

　今年全国高校生英語ディベート大会に出場するメンバーの
壮行会を、盛大に行いました。今年で６年連続の出場となりま
す。昨年は、全国準優勝そして今夏世界大会出場と華々しい
結果を残してきました。昨年のメンバーもほとんど残り、今年
も昨年以上の結果を目標に臨みます。チームの代表として及
部一清君（２Ｇ：中山中卒）が大会へ向けての抱負を力強く述
べました。西高生の代表として堂々たる戦いを全校生徒皆期
待するものとなりました。

鞠子友里江 （２Ｈ：中山中卒） 陸上部
殿地沙菜 （１Ｉ：清見中卒） 陸上部
山越百恵 （１Ｂ：東山中卒） 陸上部
田中愛子 （１Ｊ：清見中卒） バスケットボール部
村瀬奏絵 （１Ｈ：松倉中卒） バドミントン部

野尻愛里沙 （２Ｉ：松倉中卒） バドミントン部

シンガポール高校生来校（１２／２・５・６）

山下善弓 （１Ａ：中山中卒） バスケットボール部
石田瑞稀 （２Ｊ：美濃加茂東中卒） バスケットボール部

渡邊恵美子 （３Ｉ：東山中卒） 陸上部
池田恭子 （３Ａ：中山中卒） 陸上部

大栗田有平 （２Ａ：東山中卒） 陸上部

女子上位入賞者

菅沼明登 （２Ｈ：北陵中卒） 陸上部
及部一清 （２Ｇ：中山中卒） 特進Ⅰ

池田光希 （２Ａ：日枝中卒） バドミントン部
千葉魁人 （３Ｂ：松倉中卒） 陸上部

森下将史 （１Ｈ：東山中卒） ハンドボール部
平塚貴政 （３Ｂ：中山中卒） 陸上部

横矢一起 （２Ｉ：松倉中卒） サッカー部
塚谷翔 （２Ｈ：国府中卒） サッカー部

Ｈ２３年度 第３号

２ ０ １ １ ． １ ２ ． ２ ２
高 山 西 高 等 学 校 広 報 部

校内マラソン大会（１０／１３）

　今年のマラソン大会は、非常に天候に恵まれ、心地よく走り
抜ける生徒達の姿が多く見られました。上位入賞を争う者同
士、また下位であっても最後まで自分の力を出し切る者。
清々しく西高生らしく走っている姿に、コース沿線の地域の
方々の温かいご声援もいただけました。男女共に、陸上部員
の上位入賞者数の多さが群を抜いており、バスケットボール
部、バドミントン部、サッカー部等が続く結果となりました。

　私がこの実習で目標としていたことは、積極的に一生懸命仕事をするとい
うことでした。社会に出て働くという経験がない私にとっては働くということにつ
いて何もわかりません。だから指示されたことに対して誠心誠意取り組もうと
思ってこの目標を立てました。実習初日は、指示されたことをこなすだけで
精一杯でした。しかし、２日目、３日目となると仕事にも慣れ、指示されたこと
以外にも自分で仕事を見つけて動くことができるようになりました。一番学ん
だことは、お客様とのコミュニケーションの大切さです。給油中のお客様と会
話をしたり、待合室の中で休憩されているお客様と積極的に会話をさせてい
ただきました。ちょっとした内容の会話でもお客様との距離が縮まると感じま
した。４日間の実習期間で自分自身が本当に成長したと思います。今後の
学校生活において学んだことを活かしていきたいと考えています。本当にあり
がとうございました。

男子上位入賞者
上田大寛 （１Ａ：下呂中卒） バスケットボール部

角川　舞希
２年Ａ組：清見中卒

（有）丸栄石油

２年Ｂ組：松倉中卒
斐太バス（株）

　私の仕事は、自動車登録事務所に行って車の登録をしたり、車検をした車
の資料を整理したりすることでした。事務的な仕事を中心にさせていただきま
したが、単純な仕事ほど慎重にこなさなければなりません。ちょっとした失敗
も許されないため、気を抜かずに慎重に取り組みました。この４日間の実習
で学んだことは２つあります。１つ目は、早くこなすことです。どんな仕事でも
正確にこなすことは大切ですが、ゆっくりとこなしていては他の仕事に取り組
む時間も減ってしまいます。だからいかに早く終わらせるかが大切です。早く
取り組む工夫を考えるようになりました。２つ目は「挨拶」です。気持ちよい挨
拶ができるかできないかが、その人の第一印象にも繋がるし、会社のイメー
ジにも繋がります。元気よく、明るく挨拶をすることは本当に大切なことだと実
感しました。４日間の実習で学んだことを今後の学校生活に活かしていきた
いと考えています。

滝村　佳子
２年Ｂ組：東山中卒
新田自動車（株）

　工場での仕事は、本当に大変だというのが第一印象でした。私は部品
の洗浄と部品と部品を組み合わせるという仕事をさせていただきまし
た。長時間の立ち仕事、油を使った洗浄をするため、足が痛かったり手
が荒れたりなど慣れるまでは本当に辛いなと思いました。しかし、２日目
からは作業の効率も上がり楽しいと思うようになりました。そう思えたの
は、慣れると同時に心に余裕を持つことができたからです。４日間の実
習を通して学んだことは、自分のやる仕事にやりがいを感じ、こだわりを
持って取り組むということです。自分のしている仕事に誇りを持って取り
組むことで、良い製品を作ることができると思いました。今後の生活にお
いて、自分が任された事にはこだわりを持って取り組める人間になりたい
です。そして、まずは高校生活において、何か一つの事にこだわって取り
組み、成果を上げたいと考えています。

田中　里奈
２年Ｂ組：中山中卒

（株）打江精機

　４日間の実習で２つのことを学びました。１つ目は、お互いに気持ちよく
働けるよう周囲に気配りをすることです。周囲に気を配ることができれ
ば、次に自分が何をすべきなのか気付くことができます。パートナーの方
に迷惑をかけることもありません。指示を待つのではなく、先を読んで自
分から動くことの大切さに気付きました。２つ目は、挨拶の大切さです。
挨拶はコミュニケーションの基本です。挨拶ができれば、気持ちよく作業
をすることができます。印象も良くなりますし、好感度も上がると思いま
す。西高校でもよく挨拶が大事だと言われますが、職場で働いてみると
先生方が言ってみえた理由がよくわかりました。挨拶ができない学校
は、それだけで印象が悪くなり、生徒に対する指導もきちんとされている
のか疑われることにもなります。今回の実習は、様々なことに気付くきっ
かけとなりました。本当に貴重な体験をさせていただきありがとうございま
した。

佐藤　健吉
２年Ａ組：東山中卒
飛騨農業協同組合

　生徒会を中心として行ってきた東日本大震災支援活動、前生徒会長の長瀬旬乃さん（３Ｇ：東山中卒）達が中心となり、「自分たちでできる応援活動」の一環として、
今回は献血活動を呼びかけました。今年は約１５０名もの生徒が協力することなりました。その献血への協力が顕著であることから、県内高校初となる、県知事表彰とな
りました。本校では２０年来、毎年平均８０名の生徒が献血活動に協力しております。生徒たちは「苦しんでいる人たちの力になれるよう、引き続き献血を続けたい」
と、また「ずっと続けてきた伝統を絶やさないためにも、みんなに献血の協力を呼びかけたい」と現生徒会長中田敬士君（２Ｇ：中山中卒）は熱く語っていました。

企業実習発表会（１１／７）
 夏期休暇中に企業実習を行った2年生蛍雪クラスの生徒たちが、実習の様子や苦労したこと、実習を経験し気づいたことなどを発表しました。ある生徒は
「次の指示を待つのではなく、自分で考えて仕事を探して動くこと」の大切さを学んだことを発表しました。来年企業実習に参加する1年生にとっても意識を高
めるよい機会となりました。

　ようやく初雪も降って飛騨の冬らしくなってきましたが、高山西高校の生徒は寒さに負けず、自分の目標に向かって日々努力を積み重ねています。後期の学校行事はマラソン大
会から始まり、２年生蛍雪クラスの企業実習発表会やシンガポール高校生の来校などがありました。なかでも、本校の特色の１つとなっているディベートに関係するものとして
は、全国高校生英語ディベート大会出場壮行会（結果として第３位入賞）や校内ディベート大会のモデルディベートが行われました。

第１３回校内ディベート大会　モデルディベート（１２／１２）

　今回の実習を通して、楽しい旅行の裏には目に見えない重要な仕事が数
多くあるということを学びました。例えば、旅行に使用するバスです。遠足等
で利用するバスは、たいへんきれいで乗っていて気持ちがよいと思っていま
した。しかし、その裏では、バスの洗車やワックスがけ、室内の細かい部分の
清掃など、お客様に快適に過ごしてもらうための会社側の努力がたくさん
あったのです。今回の実習で初めて気付くことができました。一番学んだこと
は、利用されるお客様の視点に立って仕事をするということです。バスの点
検においては絶対にミスがあってはならないし、室内の清掃においては汚い
部分があることは許されません。お客様の視点で仕事をしないと細かい部分
には気付かないと感じました。今後の高校生活では自分だけの視点で物事
を考えるのではなく、さまざまな視点で物事を考えられる力を養っていきいた
いと思っています。

飯山　紘一郎

　　清水　　 奎　　（２Ｆ：中山中卒）
　　尾上      愛　　（２Ｇ：宮中卒）

ウインドアンサンブル部招待演奏（１１／５）

　今年も花里小学校下社会教育委員会主催「第２回花里
音楽会」にて訪問演奏をしました。多数の来場者の中、部
員自らのコミカルな司会のもと、楽器紹介、曲当てクイズ
など、そして、アカペラでの「夢みたものは」は素晴らしい
合唱でした。「北島三郎メドレー」、「元禄」、「アルヴァマー
序曲」　などの、懐かしのメロディーから硬派吹奏楽曲ま
で、バラエティーある演奏会となりました。花里校下地域
の皆様方へのビッグなプレゼントとなりました。

第１２回同窓会総会（１２／５）

平成２４年前期生徒会執行部

　前期生徒会執行部の主な活動には、西高祭
があります。前期最大のイベントにふさわし
い、活気ある行事となることを期待します。環
境美化活動、ベルマーク回収等の常時活動に
加え、ボランティア活動なども計画していま
す。また、県知事表彰を受けた献血活動の呼
びかけも行います。日頃より、全校生徒の高
校生活をより良いものとするために、全力を尽
くすメンバーが揃いました。５０周年に向けて、
活性化した生徒会活動を期待します。

　私は４日間スーパマーケットでの企業実習をさせていただきました。
スーパーへの買い物は日常生活でよくすることですが、店側の立場で物
事を見ると本当にお客様のことを考えて準備をされていることがよくわか
りました。スーパーマーケットというと事務的な業務が多いと思っていまし
た。しかし、それは大きな間違いで、目に見えないところでの体力的な仕
事やさまざまなところに気を配った仕事などいろんな業務があります。一
番学んだことは、常にお客様のためを思って一つ一つの作業をするとい
うことです。商品の陳列にしても、お客様が商品を取りやすくするように
工夫をして並べます。お客様のことを考えていかに気を配れるかというこ
とが大切だと身を持って体験することができました。今回の実習で高校
生活では気付けないことをたくさん学ばせていただきました。本当に充実
した４日間となりました。ありがとうございました。

松山　真由香
２年Ａ組：古川中卒

（株）ファミリーストアさとう

　　及部　一清　　（２Ｇ：中山中卒）

　　齋籐讓耀仁 　（１Ｇ：松倉中卒）

　　中林　義博　　（２Ｊ：日枝中卒）
　　保谷　水森　　（２Ｆ：松倉中卒）

　　中田　敬士　　（２Ｇ：中山中卒）

　　野村　恭子　　（２Ｇ：中山中卒）

　　岩垣　香子　　（２Ｊ：松倉中卒）

　　長瀬　麻耶　　（２Ａ：朝日中卒）
　　柿本　一朗　　（１Ｇ：中山中卒）

　　野尻愛里沙　 （２Ｉ：松倉中卒）

～学 校 行 事～

～話　題～

献血活動が岐阜県知事表彰となりました！


